B14 複雑なイオン性液体の構造(配位相転移の研究,基研研究会報告) by 古川, 和男
Title B14 複雑なイオン性液体の構造(配位相転移の研究,基研研究会報告)
Author(s)古川, 和男































(1) B工)Fの第 Ⅰピーク位置は,15ケース計算されているが, 実測値よりすべて
⊂)























(2) LiF一,Nap-および KF-BeF2二元系液体は,それぞれ MgO-,CaO- お よ び
BaO-SiO2系と組成 1A-3Aの中間領域において,融点 (絶対温度 )を相互に還元する
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B15
金属微粒 子 の融解 の理解
京大理 松 原 武 生
金属微粒子の融点が, Bulk金属の融点よりも低いことは以前から知られてお り熱力
学的な理論はあるが,1)微視的理論は今までに試みられたことはないように思われる.こ
の報告では Selトconsistentphonontheory の一つの応用 として,高温近似で非調和性
も考慮 した "self-consistentEinsteinmodel"により金属微粒子の融解の挫論を試みる.
半径 Rの金属微粒子中の原子は一定の Bravais 格子 1Ri)を組んでいるものとす
る｡ 原子間のポテンシャルをV(r-r')とすると, i番 目の原子の振動数 W(i)は
m w2(A)… ¢(Ri)-∑<vxx(RL+u(A)-Rz′- u(B '))> (1)′
によって計算される. ただし,m は原子質量,u(A)はRI.点にある原子の変位で,そ
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